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みんなかがやく！（江東区教育委員会テーマ）
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校 長 近藤 啓太

女性のエンパワーメントとジェンダー平等社会実現を
３月８日は「国際女性デー」

※ エンパワーメント：力・権限を与えること

国際女性デーは、１９７５年に国連で定められ、今年が５０年目になります。
１９０８年３月８日、ニューヨークで女性参政権を求めるデモが起きたことが由来とされます。

イタリアでは、女性に感謝を込めて、この日にミモザの花を贈る習慣があります。

制定50年 イベント様々 ウーマンフェスタ「幸せな未来」テーマに （2月 20日讀賣新聞）

日本は、世界で唯一“夫婦同姓が原則”の国で、女性が姓を変える割合が 95%です。この制度
が続いた場合、現在最も多い佐藤姓との婚姻が増えることで、更に増える可能性があります。
※現在、約70人に1人が佐藤さん。西日本だと、鈴木さんのほうが多い。（TBSnewsより）

東北大学の吉田浩教授（経済学）は、佐藤姓が 100 ％になるまでの年数を試算しました。結婚や
子の誕生などで年 0.8％ずつ増え、２５３１年に 100％となると出たそうです。
校長室前の掲示板のこの記事を読んでいた２年生女子に声をかけると、彼女はつぶやきました。

「５００年後、人類はどうなっているのでしょうね？」何とも重たい問いです。

理数ジェンダーギャップ 各教科の平均得点で男女差 （12月 12日教育新聞）
TIMSS という数学・理科に関する国際的な学力調査（小４と中２）の結果、日本の学力は最上

位層にありますが、平均点は男子の方が女子よりも高く、数学・理科に対する関心や意欲も男子が
高い、さらに小４より中２の方が差が大きくなりました。しかし、全国学力・学習状況調査や PISA
（後で触れます）においては、男女の平均値に差はありませんでした。
東京大学の横山広美教授（科学技術社会論）は、次のように分析しています。
１．中学入学後の女子生徒へのサポートが弱い。
理数分野の授業で、教師が生徒を当てる際に、無意識に男子を優先してしまう（海外でも同傾向）。

２．女子生徒は学校のもつそうした雰囲気を察知して、数学や理科を避けるようになってしまう。

女子は数学や理科が苦手なのか？

「21世紀の『女の子』の親たちへ（祥伝社）」 おおたとしまさ著 にも同様の記述があります。
国際的な学力調査PISA（学習到達度調査）によると、「科学的リテラシー」では男女差はありません。
（※「読解力」においては、すべての参加国で女子の平均点が男子を上回ります。）

「科学的リテラシー」において、女子の方が成績が良い国は、①カタール、②ヨルダン、③サウジアラビヤ、④
アラブ首長国連邦、⑤フィンランドです。「数学的リテラシー」でも、イスラム教の国・地域において、女子の成績
が男子を上回っています。（2018年のデータ）
イスラム教の地域は男女別学が基本で、フィンランドはジェンダー・ギャップの小さい国です。
また、イギリスの１６歳が受ける全国統一テストでは、成績上位校は男女別学校が多く、しかも女子校の存在

感が大きい。（上位50校のうち、女子校が5割、男子校が3割、共学が2割）
これらのことから次の２つの可能性が考えられます。
１．女子は、理科や数学が苦手（国語・英語・音楽は得意）と思いこまされやすい。
男女別学校の生徒の方が「男らしい」「女らしい」という固定観念にとらわれにくい。

２．女子校においては、女子の特性に合わせた教育が行われている。 （今回は裏面に続きます）

ポイント
○ジェンダー ：社会によって作られた性別に対するとらえ方
○ジェンダー・ギャップ：男女の違いにより生まれる格差

日本は118位でG7（主要7カ国）の中で最下位
○ジェンダー・バイアス：「男らしさ」「女らしさ」を基にした差別や偏見
○ジェンダー・フリー ：「誰もが性別の違いにとらわれず、

自分らしく生きることができる社会にしよう」ということ
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数学、１点でも高く？ 彼女たちが受けたかった授業は （多事奏論） （2 月 6 日朝日新聞）

金沢大学の米田力生教授（学校教育）が、教員志望の男子学生と女子学生とでは数学の教え方に
違いがあると気づきました。授業をやらせてみると、男子学生の多くはいきなり定理などの抽象的
な考え方から入ります。一方で女子学生のほとんどが、身近な具体例を用いながらストーリーとし
て説明します。米田教授は「彼女たちは、本当はこういう授業を受けたかったのだ」と気づきます。
「今の学校の授業で要求されるのは、『いかに試験で点数を取るか』。抽象概念でどんどん教え、ゲーム感覚

で解いていく『男子型』授業の方が効率的です。でも、そういう教え方一辺倒だと、数学に関心がもてない生徒も
いる。これは問題だと思います。」

先日、卒業生の話を聞く会で、林先生が「共学の良さ」「別学の良さ」をそれぞれの卒業生に尋
ねました。異性の存在の有無だけではない、「教育の質」そのものが違う可能性があります。
また「リケジョ」（理系女子、理工系女子の略）を増やす動きが世の中にありますが、そのため

には「教え方」も重要であり、教える側の発想を変えることが、先なのかもしれません。
（※ここまでの内容は、本校の教員の授業力を批判するものてはありません）

その他、ジェンダーに関わる最近の新聞記事の見出しを挙げます

生き残りの道探る「女子大」 （2月 18日讀賣新聞）
女子には「親元で進学」 男子には「高収入を期待」 保護者の意識に性差の壁

（2月 20日教育新聞）
行列解消めざす 便器の数の「公平」 トイレの男女格差 （2月 21日朝日新聞）
「子育ては女性」が私を縛る 出生数最小「地域の生きづらさに目を向けて」

（2月 28日朝日新聞）
下の図は、山田進太郎D＆I財団が掲げる目標です。（学校だより掲載許諾済）

2035 年までに STEM 分野
(理学部・工学部)で大学に
進 学 す る 女 性 の 比 率 を
OECD 平均である 28 ％に引
き上げることを目標として
います。
本財団では、女子中・高

校生を対象に、大学生や企
業人との交流会や企業訪問
を随時企画しています。Ｌ
ＩＮＥ登録をすることで、
逐一情報を得られます。

ジェンダー・フリーの実現は、性別にとらわれない共通理解と人権感覚が必要です。

あなたの学校、子どもと教育を表す－ 2024年度漢字ひと文字

個人的な話で恐縮ですが、ある広報誌に表記の募集があり、軽い気持でスマホで応
募しました。応募したこと自体忘れていましたが、厳正なる選考の結果（？）３位に
選ばれ、食品の詰め合わせが送られてきました。応募したのは左のひと文字です。
「生徒と生徒、生徒と教師、教師同士、学校と家庭と地域、教科と教科が繋がる。
24年度のテーマです。」コメントが評価された（？）ようです。

パラスポーツ講演会 ２月２８日（金）

スクールカウンセラ
ーのＹ先生には先天的
な障害があります。「障
害を理由にやらない」
ことをやめ、出会った
バドミントンに励みま
した。日本代表として
アジア大会に出場した
アスリートでもありま
す。競技用義足を装着

し、見事な実技も披露してくださいました。
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